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～会員の皆様に支えられて５０年～ 

大型店舗で交通安全運動イベント 
（熊野地区交通安全協会） 

チャイルドシート着用推進保育所への伝達式 
（紀宝地区交通安全協会） 

夏の安全運動初日に出動式 
（伊賀地区交通安全協会） 

女性部による人形劇、紙芝居の研修会 
（名張地区交通安全協会） 

大型店舗で安全運動啓発活動 
（大台地区交通安全協会） 

参宮道路でミルミルウェーブ 
（伊勢地区交通安全協会） 

海女さんも陸に上がって交通安全 
（鳥羽地区交通安全協会） 

保育園児と保護者に交通安全音頭を披露 
（津南地区交通安全協会） 

安協出張所を開設して広報啓発活動 
（津地区交通安全協会） 

安全運動でミルミルウェーブ 
（尾鷲地区交通安全協会） 

交通死亡事故現場で再発防止啓発活動 
（鈴鹿地区交通安全協会） 

交通安全笹にかけ、園児と作る七夕飾り 
（松阪地区交通安全協会） 

安全運動で飲酒運転追放ミルミルウェーブ 
（四日市西地区交通安全協会） 

大型店舗で「飲酒運転追放」の署名活動 
（亀山地区交通安全協会） 

ＳＢデーに自転車事故防止啓発活動 
（四日市北地区交通安全協会） 

交通死亡事故現場で再発防止啓発活動 
（四日市南地区交通安全協会） 

交通安全願いかけ、幼稚園児と七夕飾り 
（桑名地区交通安全協会） 

イエス・ノーで交通安全教室 
（いなべ地区交通安全協会） 

〒５１４－０８２１  津市垂水２５６６　免許センター内　三重県交通安全協会 総合対策推進室 
ＴＥＬ　０５９－２２３－４５２０　　ＦＡＸ　０５９－２２３－４５９０　　　 担当：田山 
Ｅメール：ｍｉｅａｎｋｙｏ＠ｔｏｐａｚ．ｏｃｎ．ｎｅ．ｊｐ 

交通安全「俳句」「川柳」 
作品コンクール 

　第４回『交通安全「俳句」作品コンクール』を次のとおり実施することとなりました。交通事故がたくさん発生する中で、
一人でも多くの方々に交通安全活動に対する認識を高めてもらうために行うものであります。多くの方々の作品をお待ち致し
ておりますので奮ってご応募下さいますようご案内申し上げます。 

◆締　　切　本年９月１4日（金）必着 
◆応募方法　氏名・住所・年齢・電話番号を明記の上、 
　　　　　　郵送、ＦＡＸまたはＥメールにて 
◆応募作品について 
　・応募者は、安全協会会員であるか否かは問いません　　・交通安全に関するもの 
　・応募用紙・ハガキなど作品形式は問いません（審査は内容のみで行われます） 

◆優秀作品の展示 
　優秀作品には、当協会会長賞などを贈呈し、 
　展示する予定です。 

交通安全協会 
シンボルマスコット 
“ストッピー” 

作　品 
送付先 

俳句 ○小・中学生の部　○一般の部　○高齢者の部（７０歳以上） 
川柳 特に部門の区別は、ありません 

たくさんの応募 
お待ちしてます！ 

交通安全交通安全 「俳句俳句」 「川柳川柳」 募集募集 交通安全交通安全 「俳句俳句」 「川柳川柳」 募集募集 交通安全 「俳句」 「川柳」 募集 

※お一人様何首でも結構です。 

●TSマークに付帯する傷害保険と賠償責任保険の限度額 

傷害入院15日以上 
（一律）10万円 

死亡・重度後遺障害 
（一律）100万円 

賠償責任（限度額） 
2,000万円 

TSマークは安全、安心な自転車の証 TSマークは安全、安心な自転車の証 TSマークは安全、安心な自転車の証 
　自転車に乗っていて「ヒヤッ」としたことはありま
せんか。転んでけがをしたり、歩行者とぶつかって相
手にけがをさせたりするなど、自転車による事故でも
大事に至ることがあります。そんなときに役立つのが「TS
マーク」です。 
　「TSマーク」は、自転車を自転車安全整備店で点検
または整備すると、安全な自転車の証として貼られる
マークです。同マークには自転車運転時の事故で相手
にけがをさせたときに補償する「賠償責任保障」と自
らけがをした場合の「傷害保険」の２つがセットで１
年間付いています。　保険料は個別に払う必要はあり
ません。年に１回は「セフティちゃん」の付いた自転
車安全整備店で点検、整備を受けましょう。 

●ハンドル、ブレーキ、ライト、後部反射器等をいつも点検整備する。 
●夜間は、必ずライトをつける。 
●交通信号を確実に守る。 
●道路の横断は、自転車横断帯を利用する。 
●自転車道を走行するなど通行区分を守って走行する。 
●並列走行、二人乗り、傘さし運転は絶対しない。 
●一時停止の標識がある場所や見通しの悪い交差点では、必ず一旦停止し、安全を確認する。 
●交差点や路地からの飛び出しは絶対にしない。 
●進路を変更するときは、必ず後方の安全を確認する。 
●通行の妨害になるような駐車（輪）や迷惑な路上放置は、絶対にしない。 

自転車安全利用推進キャンペーン自転車安全利用推進キャンペーン 自転車安全利用推進キャンペーン 

セーフティ・バイシクル・デー（S・Bデー） 
～毎月第1月曜日は「自転車安全対策強化日」～ 

自転車が関連する交通事故防止を推進する日 

　自動車で仲間と飲食店などへ行く場合に、お酒を飲まない人（ハ
ンドルキーパー）を決め、その人が、仲間を自宅まで送り届ける運
動です。 
　この運動は、オランダで8割の国民が意味を理解している「ボブ
運動」を参考にしています。オランダでは、仲間同士や飲食店が「今
日のボブは誰？」と呼びかけ、グループ内で飲酒をしない人を決
めておき、飲食店もこれに協力する取り組みを実施しています。
　ドライバーの皆様、飲酒運転を追放するために、ハンドルキー
パー運動に積極的に参加しましょう。 

「ハンドルキーパー運動」の趣旨をご理解いただきご協力を！ 
1．お客様が、お車で来店されたがどうかご確認ください。 
2．その時に、どなたがお車を運転するのか（ハンドルキーパー）
　　をご確認ください。 
3．お車を運転する方（ハンドルキーパー）には、アルコール類を
　　提供しないでください。 
4．お車を運転する方（ハンドルキーパー）には目印となるものを
　　お渡しするか、目印となるものを席に置いてください。 
5．お客様が運転代行等を依頼して帰られる時は、その確認ができ
　　るまでお車のキーをお預りください。 

■交通安全協会の交通事故相談所■ 
交通安全協会は、弁護士などによる交通事故相談を行っております。相談料は無料ですので、お気軽にご利用ください。 
この「交通事故相談」は道路交通法により「県交通安全活動推進センター」の事業として開設しております。 

相 談 日  毎週月曜日～金曜日　午前9時～午後4時  TEL059-223-1333

相 談 員  （財）三重県交通安全協会　交通事故相談員 

津市桜橋3丁目　三重県交通管制センター内 

交通事故相談員 
による相談 

弁護士 
による相談 

毎週木曜日（祝祭日の場合は除く）午前9時～午後4時 

TEL 059-234-2175

第3木曜日（祝祭日の場合は第4木曜日）午後2時～午後4時 

津市高茶屋4丁目　三重中央自動車学校内（交通事故相談室） 

電 話相談 

面 接相談 

交通事故相談案内 

交通安全協会交通安全協会は交通事故交通事故を減らすために 
幅広幅広い活動活動を行っております。 

交通安全協会交通安全協会は交通事故交通事故を減らすために 
幅広幅広い活動活動を行っております。 

交通安全協会は交通事故を減らすために 
幅広い活動を行っております。 

北
　南
〈各地区の活動〉 

マスコット 
「ストッピー」 

北から 
　南から 

●街頭●街頭での交通安全指導交通安全指導（学童学童・お年寄年寄りの街頭指導街頭指導） 

●新入園、●新入園、小・中学校中学校への交通安全資材交通安全資材・器材器材の提供提供 

●交通安全広報啓発●交通安全広報啓発（新聞新聞・テレビ・広報車広報車） 

●交通安全●交通安全イベントの開催開催（交通安全交通安全フェスタ等） 

●優良運転者●優良運転者・交通安全功労者交通安全功労者の表彰表彰 

●交通事故無料相談●交通事故無料相談 

●街頭での交通安全指導（学童・お年寄りの街頭指導） 

●新入園、小・中学校への交通安全資材・器材の提供 

●交通安全広報啓発（新聞・テレビ・広報車） 

●交通安全イベントの開催（交通安全フェスタ等） 

●優良運転者・交通安全功労者の表彰 

●交通事故無料相談 

「ハンドルキーパー運動」に 
参加しませんか 

「ハンドルキーパー運動」に 
参加しませんか 

●ハンドルキーパー運動とは？  ドライバーの皆様へ 

●酒類を提供するお店の方へ 

飲 酒 運 転 追 放  
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☆一般部門Ａ 
運転者（同乗者を含 
む）に対するもの 

募集部門 重点テーマ 応募資格 応募方法 

①運転マナーの向上（子ども、高齢者、身体障害者などへの 

　思いやり運転） 

②飲酒運転の根絶 

③後部座席を含めたシートベルト・チャイルドシート着用の徹底 

④夕暮れ時の早め点灯の促進 

① 高齢者の交通安全 
② 自転車利用者のルール遵守 
③ 夕暮れ時、夜間の事故防止（反射材の活用など） 

小、中学生自身に交通安全を呼びかけるもの 

一般・学生・高校生 
小・中学生も可 

小・中学生に限る 

☆一般部門Ｂ 
歩行者・自転車利用 
者に対するもの 

☆こども部門 

普通はがき１枚に１スローガン。応募部門、住所、
氏名、生年月日、職業（学校名）、電話番号
を明記する。作品は自作、未発表のものに
限る。また、スローガンには句読点をつけない。 
 応募数 に制限はなく、多数応募の場合は、
はがき同様の大きさ、厚さの紙を用い一括
送付してもよい。また職場ごとの応募の場合、
企業・団体名、所在地、電話番号、応募担当
者を明記すれば応募者の自宅の住所、電
話番号は記載しなくてもよい。 

一般と同じ。学校・学級ごとの一括応募の
場合、学校名、同所在地、電話番号、学年、
担任教諭・教師名を明記すれば、児童・生
徒の氏名のみでの応募も可とする。 

　「第３５回二輪車安全運転三重県大会」が、６月３日（日）、津
市高茶屋の三重中央自動車学校で三重県警察本部三宅交通部長、
二輪車安全普及協会北村専務理事、ほか多数の方々のご出席
をいただいて開催されました。 
　本大会は、二輪車の安全運転技能と交通マナーの向上を図
って、交通事故を防止しようと広く参加者を募って毎年開催
しています。 
　競技は、高校生等クラス・女性クラス・一般Ａ（４００cc以下）
クラス・一般Ｂ（４００cc超）クラスに分け、それぞれ法規履行
走行、技能走行競技で行われ、本大会には３７名が参加して行
われました。 
　競技の結果、各クラスからの全国大会出場者は次のとおり
です。 

●高校生等クラス 
　澤下　大貴 
●女性クラス 
　山下　登子 
●一般Ａクラス 
　原田　大輔 
●一般Ｂクラス 
　牧之瀬広人 

　二輪車の安全運転技能と交通マナーの向上を図ることを目
的とした二輪車安全運転全国大会が８月４日、５日の両日鈴
鹿サーキットで行われました。 
　鈴鹿サーキット交通教育センターは、この度先進の技術を
取り入れるなどの大改修が行われ、８月のリニューアルオー
プンと同時に本大会が開催されました。 
　当県チームは、団体で２７位、個人では、高校生等クラスの
澤下大貴選手が９位と健闘されました。 
　全国大会の結果は次のとおりです。 

■団体 
優勝　東京都チーム 
２位　茨城県チーム 
３位　北海道チーム 
２７位　三重県チーム 

　「第４１回交通安全子供自転車三重県大会」が７月７日（土）、 
安濃中央総合公園体育館で開催されました。 
　大会には、各地区交通安全協会管内（１８地区）の小学校１校
１チーム（１チーム４名）が参加、学科テスト、実技テストに
おいて接戦した競技が展開されました。 
　大会には、三重県警察本部、長澤主席参事官、三重県教育
委員会土肥特命監、三重県自転車軽自動車商業協同組合森理
事長ほか多数の来賓の方々のご出席をいただきました。 
　競技終了後、三重県自転車軽自動車商業協同組合の方々に
よる自転車安全点検教室、さらに警察音楽隊の演奏等があり、
有意義な大会となりました。競技の結果は次のとおりです。 
■団体 
優　勝　鈴鹿市立河曲小学校 
　　　　（全国大会出場校） 
第２位　大台町立三瀬谷小学校 
第３位　四日市市立泊山小学校 
■個人（一般部門） 
優　勝　新田　桃子（河曲小学校） 
第２位　村上　茉耶（河曲小学校） 
第３位　武内　千織（河曲小学校） 
■個人（マウンテンバイク部門） 
優　勝　中山　明歩（河曲小学校） 
第２位　山本　瑞姫（港小学校） 
第３位　前田　　誉（鵜方小学校） 

　小学校児童に対して、競技を通じ交通安全についての興味
と関心を高め、交通知識を身に付けてもらうことを目的とし
た「第４２回交通安全子供自転車全国大会」が７月３１日、８月
１日の両日、東京都内のグランドアーク半蔵門（１日目）、東
京ビッグサイト（２日目）で行われました。 
　全国大会の結果は次のとおりです。 

■団体 
優勝　京都府チーム 
２位　香川県チーム 
３位　熊本県チーム 
２８位　三重県チーム 

　三重県大会に出場された選手の方々から、当協会に「練
習に対するお礼、不本意な成績への悔しさ、安全運転の約
束等」の手紙を頂きました。本紙を借り、お礼申し上げます。 
　　　　　　　　　　　　　　　（交通安全協会職員一同） 

〈敬称略〉 

〈敬称略〉 
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■主催：財団法人全日本交通安全協会　毎日新聞社 
■後援：内閣府　警察庁　法務省　文部科学省　厚生労働省　経済産業省 
　国土交通省　NHK 
■協　賛：JA共済連　社団法人日本自動車工業会 

■募集期間：平成19年7月初旬～「秋の全国交通安全運動」最終日の9月30日まで。（必着） 

■送り先：〒100-8691 東京中央郵便局私書箱38号 
　　　　　毎日新聞社事業本部「交通安全年間スローガン」係（TEL 03-3212-0188） 
※入賞作品の著作権等一切の権利は主催者に帰属するものとします。応募作品は返却しません。 
※申し込みに関わる個人情報は毎日新聞で管理し、選考や表彰に必要な場合のみに使います。 

■賞：内閣総理大臣賞　内閣府特命担当大臣賞　警察庁長官賞 
　　　文部科学大臣奨励など 
■発表：平成19年11月下旬の毎日新聞紙上および 
　　　　NHKテレビ、ラジオによる。 

交通安全年間スローガン（標語）募集 「平成20年度使用」 交通安全年間スローガン（標語）募集 「平成20年度使用」 交通安全子供自転車 
三重県大会 開催 
交通安全子供自転車 
三重県大会 開催 
交通安全子供自転車 
三重県大会 開催 
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二輪車安全運転 
三重県大会開催 
二輪車安全運転 
三重県大会開催 
二輪車安全運転 
三重県大会開催 

第35回 

第41回 
交通安全子供自転車 
全国大会 開催 

交通安全子供自転車 
全国大会 開催 

交通安全子供自転車 
全国大会 開催 

第42回 

二輪車安全運転 
全国大会開催 
二輪車安全運転 
全国大会開催 
二輪車安全運転 
全国大会開催 

第40回 

平成19年9月21日（金）～30（日） 

秋の全国交通安全運動 秋の全国交通安全運動 秋の全国交通安全運動 秋の全国交通安全運動 

●運動の基本 

●運動の重点 

高齢者の交通事故防止 

②夕暮れ時と夜間の 
　歩行中・自転車乗用中の交通事故防止 

③後部座席を含むシートベルトと 
　チャイルドシートの正しい着用の徹底 

①飲酒運転の根絶 

三重県 
交通安全スローガン 

安全運転  いつも三重から  あなたから 
～ゆずりあい  一人ひとりの  心がけ～ 

お礼の手紙ありがとうございました 


